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のマネージメント. 第 24 回 SNNS 研究会学術集会; 20221105; 金沢. 
 
〔シンポジウム〕 

 
星信大, 東條華子, 阿部貞彦, 村上祐子, 野田勝, 岡野舞子, 立花和之進, 吉田清香, 大竹徹. ホルモン受

容体陽性転移再発・進行乳癌における当施設での CDK4/6 阻害薬の使用状況. 第 19 回日本乳癌学会東

北地方会; 20220305; Web. 



 
片方直人, 後藤かおり, 長塚美樹, 大河内千代, 岡野舞子, 松嵜正實, 野水整, 二瓶光博, 佐治重衡. HR
陽性 HER2 陰性転移再発乳癌に対するパルボシクリブ投与例の治療成績と次治療について. 第 19 回日

本乳癌学会東北地方会; 20220305; Web. 
 
立花和之進（診断部門講師）. 教育セミナー 周術期化学療法の最適化～適応とレジメン. 第 19 回日本

乳癌学会東北地方会; 20220306; Web. 
 
渡辺隆紀, 立花和之進, 片方直人. ディスカッション. WEB 講演会～骨粗鬆症治療をニューノーマルな

視点から再考する～; 20220311; Web. 
 
立花和之進（ディスカッサント）. 実臨床下での irAE の経験と対処 (肺障害編) . 乳がん診療医のため

の irAE Webinar～実臨床の事例から学ぶ～; 20220317; Web. 
 
野田勝, 立花和之進, 阿部貞彦, 星信大, 村上祐子, 岡野舞子, 吉田清香, 大竹徹. シンポジウム 7 エネ

ルギーデバイスを使用した腋窩郭清術のコツと臨床成績「バイポーラシザーズを用いた腋窩郭清術のポ

イントと臨床成績」. 第 47 回日本外科系連合学会学術集会; 20220616; 盛岡. 
 
大竹徹（座長）. ポスターディスカッション 放射線診断 (画像診断) . 第 30 回日本乳癌検診学会学術

総会; 20220630; 横浜/Web. 
 
岡野舞子（ディスカッサント）. HER2 陽性乳癌の実地臨床における治療について. Fukushima Breast 
Cancer Symposium 2020; 20221011; Web. 
 
野田勝（ディスカッサント）. irAE の発見と対処について～症例経過を踏まえて～. 第 4 回 irAE を考

える会 in 福島; 20221013; Web. 
 
立花和之進. 共催シンポジウム 1 HER2 陽性乳がんの周術期治療を考える～Residual disease-guided 
approach を踏まえた治療方針～. 第 24 回 SNNS 研究会学術集会; 20221104; 金沢. 
 
立花和之進（ディスカッサント）. 乳がん薬物療法において、Shared Decision Making をどう実践する

か. 乳がん治療における SDM 検討セミナー～患者との治療法決定プロセスを再考する～; 20221125; 札
幌/Web. 
 
立花和之進（ディスカッサント）. TNBC への ICI 治療に関して. 中外 e セミナー on Breast Cancer in 
Tohoku; 20221129; Web. 
 
西間木祐子（ディスカッサント）. 外来化学療法の患者負担軽減を目指したジーラスタボディーポッド



の活用. 乳がん講演会 2022 in Fukushima; 20221217; Web. 
 
〔特別講演〕 

 
立花和之進. 知ってください「乳がん」のこと. 福島県「学生予防サポーター養成事業」出前講義; 
20220127; 福島. 
 
立花和之進. 乳がんについて. 学生予防サポーター養成セミナー; 20220208; Web. 
 
大竹徹（座長）. イブニングセミナー6 化学療法による脱毛軽減を目指した国産頭皮冷却装置の過去・

現在・未来. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会; 20220217; 京都/Web. 
 
大竹徹（座長）. スポンサードセミナー3 ホルモン受容体陽性 HER2 陰性早期乳癌患者に対する

OncotypeDX の意義及び今後の展開を考える. 第 19 回日本乳癌学会東北地方会; 20220302; Web. 
 
大竹徹（座長）. スポンサードセミナー7 フルベストラント+CDK4/6 阻害剤併用療法の現在と未来. 
第 19 回日本乳癌学会東北地方会; 20220302; Web. 
 
大竹徹（座長）. スポンサードセミナー11 術後ホルモン療法のストラテジーと QOL. 第 19 回日本乳

癌学会東北地方会; 20220305; Web. 
 
大竹徹（座長）. 教育講演 乳癌診療における最新の放射線治療と免疫放射線療法. 第 19 回日本乳癌学

会東北地方会; 20220305; Web. 
 
大竹徹. マンモグラフィ読影のポイント. 令和 3 年度福島県医師会乳がん検診ドクター講習会; 
20220312; 郡山. 
 
立花和之進. マンモグラフィ読影・画像と病理の解説. 令和 3 年度福島県医師会乳がん検診ドクター講

習会; 20220312; 郡山. 
 
立花和之進. HER2 陽性乳がんの周術期治療を考える～Residual disease guided therapy を踏まえた治

療方針～. 中外 e セミナーon Breast Cancer; 20220517; Web. 
 
立花和之進. イブニングセミナー HBOC 診療から紐解くチーム医療の重要性. チームオンコロジーセ

ミナーオールジャパン 2022～日本のみんなとつながるがんチーム医療～; 20220521; 仙台. 
 
立花和之進. HR 陽性 HER2 陰性転移再発乳癌治療におけるフルベストラントについて再考する. 2022 
Osaka Breast Cancer Online Symposium; 20220610; Web. 



 
立花和之進. イブニングセミナー6 “いま”Bevacizumab の役割とは？～Post CDK4/6 阻害剤～. 第
30 回日本乳癌検診学会学術総会; 20220630; 横浜/Web. 
 
立花和之進. 乳がんの術後薬物療法におけるベージニオの臨床活用について. Akita Breast Cancer 
Discussion; 20220706; 秋田. 
 
野田勝. 中外製薬社内講演会. 中外製薬社内研修会; 20220720; 福島. 
 
立花和之進. HER2 陽性乳がんの周術期治療を考える～Residual disease guided therapy を踏まえた治

療方針～. 関東北甲信越 中外 e セミナーon Breast cancer; 20220721; Web. 
 
立花和之進. 乳癌の術後薬物療法におけるベージニオの臨床活用について. 東北・新潟 BC Interactive 
Web Conference; 20220729; Web. 
 
大竹徹. 転移再発乳癌の薬物療法アップデート. 福島県北乳癌診療学術セミナー; 20220826; 福島/Web. 
 
立花和之進. 乳癌治療薬の最新情報と副作用マネジメントについて. Breast Cancer Web Seminar; 
20220826; Web. 
 
立花和之進. エンハーツの使用経験と適正使用について. Breast Cancer Web Seminar in Fukushima; 
20220831; Web. 
 
大竹徹. 福島県のがん対策の現況. 第 5 回福島県がんシンポジウム「がんを知る」「がんを語る」福島が

んシンポジウム 2022; 20220903; 福島. 
 
大竹徹. 福島県のがん対策と課題. 福島県議会議員による大竹徹先生を囲む会; 20220924; 福島. 
 
立花和之進. 乳がんとその予防について. 大切な人を守る学生「がん予防」メイト養成事業; 20221003; 
福島. 
 
立花和之進. HER2 陽性乳がんの周術期治療を考える～Residualdisease guided approach を踏まえた治

療方針～. Fukushima Breast Cancer Symposium 2022; 20221011; Web. 
 
立花和之進. 乳癌治療で使用する内服薬からみた医師と薬剤師の関わり方について. 薬薬連携講演会～

乳腺外科医と共に考える～; 20221013; 福島. 
 
立花和之進. HER2 陽性乳癌の周術期治療を考える～Residual disease guided approach を踏まえた治



療方針～. 西讃地区 乳がん Expert Seminar 2022; 20221014; Web. 
 
大竹徹. 乳がん検診の動向と HBOC 診療の現状. 令和 4 年度会津乳がん検診研修会; 20221018; 会津若

松. 
 
大竹徹（座長）. Special Lecture. 二本松薬剤師会 第 6 回がんを学ぶ会; 20221111; Web. 
 
立花和之進. 乳がん診療における多職種連携～患者満足度向上を目指して～. 二本松薬剤師会 第 6 回

がんを学ぶ会; 20221111; Web. 
 
岡野舞子. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群について、疾患概念から今後の展望まで. Breast Cancer Medical 
Staff Seminar; 20221115; 郡山. 
 
立花和之進. 乳がんについて. がん検診促進出前講座; 20221116; 福島. 
 
立花和之進（座長）. 行政説明・特別講演. 第 10 回ふくしま病院連携ネットワーク講演会; 20221122; 
Web. 
 
立花和之進. 患者中心の意思決定を目指して～効果的な SDM の実践について～. がん治療における

SDM 検討セミナー～患者との治療法決定プロセスを再考する～; 20221125; 札幌/Web. 
 
大竹徹. 周術期乳癌薬物療法の治療選択とジーラスタボディーポッドの位置づけ. Breast Cancer 
Seminar; 20221201; 札幌/Web. 
 
立花和之進. Residual disease guided approach を踏まえた HER2 陽性乳がんに対する周術期治療～患

者さんに納得して治療を受けてもらうために私が大切にする IC のコツ～. YOKOHAMA ブレストセミ

ナー; 20221201; Web. 
 
立花和之進. HER2 陽性乳がんの周術期治療を考える～Residual disease-guided approach を踏まえた

治療方針～. CHUGAI BREAST CANCER SYMPOSIUM in SHIGA; 20221202; Web. 
 
立花和之進. ジーラスタボディーポッドの登場によって変わる乳癌周術期薬物療法のマネージメント. 
乳癌学術講演会 in 岩手; 20221213; Web. 
 
大竹徹. 福島県におけるがん対策の現状. 患者会ピンクのリボン 乳がんほっとサロン～乳がん専門医

の講演＆茶話会～; 20221218; 福島. 
 
立花和之進. 乳がん診療における Shared Decision Making の実践とチーム医療の構築. 患者会ピンクの



リボン 乳がんほっとサロン～乳がん専門医の講演＆茶話会～; 20221218; 福島. 
 
立花和之進. 自施設での irAE マネジメントの取り組み. MSD Breas Cancer Symposium; 20221221; 
Web. 
 
立花和之進. 乳癌治療における FN マネジメントにジーラスタボディーポッドをどう活用するか？. 福
島県病院薬剤師会 郡山支部 学術講演会; 20221222; Web. 
 
 
〔招待講演〕 

 
立花和之進. 乳癌治療における FN 管理について再考する. 乳癌 FN マネジメント in Fukushima 2022; 
20220524; Web. 
 
立花和之進. 転移性再発乳癌に対する治療とフォローアップの考え方. 社内教育研修会; 20220905; Web. 
 
立花和之進. 乳がんの治療と診断～転移再発後を中心に～. 第一三共社内研修会; 20220908; Web. 
 
立花和之進. 社内研修会. 協和キリン社内研修会; 20220928; Web. 
 
 
〔その他〕 

 
岡野舞子（座長）. 保険収載された HBOC 診療の当院と高知県における現状と課題. 第 25 回東北家族

性腫瘍研究会学術集会; 20220205; Web. 
 
立花和之進（座長）. メディカルスタッフセミナー HBOC 診療の現状と将来への展望を考える. 第 19
回日本乳癌学会東北地方会; 20210306; Web. 
 
立花和之進（司会）. 総合討論. MEET THE EXPERT in 福島 Web Forum of HALAVEN - OS 延長を

目指した治療ストラテジーの追求 -; 20220520; Web. 
 
松嵜正實, 後藤かおり, 長塚美樹, 岡野舞子, 片方直人, 野水整, 二瓶光博, 橋本優子. マンモグラフィ―

における石灰化病変の取り扱い. 第 30 回日本乳癌検診学会学術総会; 20220630; 横浜/Web. 
 
立花和之進. がんの早期発見！がん検診の大切さ. なんでかんで見っせ！; 20221203; テレビユー福島

（テレビ放映）. 


